
   
 

「ヘルプマーク」は、外見から障害や難病のあることが分からない方が、周囲の方

に配慮を必要としていることを伝えることで、援助を受けやすくするためのものです。 

 「ヘルプマーク」は、和歌山県障害福祉課、各振興局健康福祉部保健福祉課、和歌

山市障害者支援課及び保健対策課にて交付しています。 

 

 チェック 

ヘルプマークは、キーホルダーとしてかばん等に付けられています。街などでヘ

ルプマークを利用している方を見かけたら、次のようなことに留意しましょう。 

 ・電車、バスの中では、席を譲る。 

 ・駅や商業施設では、見守り、困っていそうな時は声をかけ、必要な配慮をする。 

 ・災害時は、安全に避難できるよう支援する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

あなたは「ヘルプマーク」について知っていますか？ 

            

 

平成 29年 

4月号 

和歌山県では、あいサポート運動に取り組んでいます。あいサポート運動とは、 

様々な障害の特性、障害のある方が困っていることや必要としている配慮などを理解して、 

障害のある方に対してちょっとしたお手伝いや配慮などを実践することで、障害のある方が 

暮らしやすい社会をみなさんと一緒につくっていくことを目的とした運動です。 

あいサポート運動の一環として、ヘルプマークの交付だけでなく、あいサポーター養成や

あいサポート企業・団体の認定に取り組んでいます。 

 ＊詳しくは障害福祉課まで。☎073-441-2531 

内容についてのお問い合わせは 

和歌山県人権施策推進課まで  

073-441-2566 


